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一
Ｌ
見
ま
す
に
、
種
を
数
え
ら
れ
る
と
は
存
じ
ま
す
が

何
と
言
っ
て
も
日
本
の
敗
職
と
云
う
事
が
一
大
原
因

で
あ
っ
た
事
を
否
む
事
は
出
東
な
い
と
存
じ
ま
す
。

あ
の
時
の
一
般
函
民
の
受
け
た
気
持
は
、
日
本
の

今
迄
の
凡
ゆ
る
事
は
間
違
い
で
あ
る
ば
か
り
か
、
祁

も
梯
も
地
を
搾
っ
た
様
な
、
い
は
資
空
白
状
態
を
呈

し
た
事
は
皆
人
の
知
る
虚
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
加

う
る
に
ポ
ツ
ダ
ム
宜
言
の
無
催
件
受
諾
の
一
つ
と
し

て
の
民
主
主
義
で
あ
り
亥
し
た
。

こ
れ
が
あ
ら
ゆ
る
面
に
つ
か
わ
れ
民
主
図
家
は
も

と
よ
り
、
民
主
憲
法
、
民
主
政
治
、
民
主
教
育
迄
は

良
い
と
し
て
、
民
主
バ
ア
ー
等
に
至
っ
て
は
、
は
た

し
て
正
し
く
国
民
が
民
主
主
義
の
精
祁
が
つ
か
め
て

い
る
か
に
疑
問
さ
え
起
す
に
至
る
は
常
然
と
ゞ
存
じ
ま

す
。
而
も
今
日
の
日
本
が
世
界
に
誇
っ
た
家
族
主
義

に
依
る
、
家
中
心
の
考
え
が
根
本
か
ら
種
え
さ
れ
、

民
法
は
夫
姉
中
心
と
な
っ
た
事
が
、
之
か
ら
述
べ
や

う
と
す
る
迩
徳
の
基
本
に
大
き
な
影
騨
を
輿
え
た
か

に
思
は
れ
る
の
で
す
。

、
私
は
民
法
の
夫
婦
中
心
の
考
え
は
、
今
日
の
民
主

主
義
が
そ
れ
で
あ
る
の
だ
と
言
わ
れ
れ
ば
、
其
れ
を

ど
う
し
な
け
れ
ば
と
云
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

世
人
の
誤
り
易
い
事
は
共
の
み
に
こ
だ
わ
２
Ｌ
其
の

前
の
夫
婦
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
親
」
、
又
そ
の
後
に
来

る
虚
の
夫
婦
の
芽
ば
え
と
も
言
う
今
へ
き
「
子
」
を
忘

、

れ
が
ち
に
な
っ
て
い
る
事
を
見
逃
し
て
い
わ
し
な
い
あ
り
、
征
倉
の
基
本
で
あ
る
筈
で
す
、
も
と
よ
り
も

０

か
と
存
ず
る
の
で
す
。
つ
と
小
さ
く
個
人
迄
下
げ
て
も
差
支
え
あ
り
ま
せ
ん

之
を
も
つ
と
わ
か
り
易
く
云
え
ば
、
現
在
だ
け
を
が
、
証
含
又
は
図
家
の
基
本
は
家
庭
に
置
く
事
が
ょ

中
心
と
し
て
過
去
も
、
未
来
（
時
来
）
も
考
え
な
い
い
と
存
じ
ま
す
。

一
方
的
の
見
方
だ
と
思
う
の
で
す
、
正
し
い
立
場
は
そ
の
家
庭
に
於
て
夫
婦
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
過

ま
つ
と

過
去
、
現
在
、
未
来
を
糸
う
す
る
虚
に
あ
る
と
存
じ
去
の
中
心
た
り
し
「
親
」
を
敬
い
、
狩
来
を
託
す
る

童
す
、
只
今
迄
の
日
本
は
或
は
過
去
即
ち
親
ｌ
家
長
「
子
‐
一
を
愛
す
る
》
そ
こ
か
ら
一
切
が
初
っ
て
行
く

中
心
と
承
っ
て
も
よ
い
ｌ
中
心
で
あ
っ
た
の
が
、
の
で
ば
な
い
で
し
ょ
う
か
．
蕊
賦
亦
一
家
の
内
に
於

今
日
は
現
在
即
ち
夫
婦
中
心
に
改
め
ら
れ
た
に
過
ぎ
て
互
に
相
愛
す
る
と
云
う
て
も
よ
い
と
存
じ
ま
す
、

ぬ
の
で
あ
っ
て
、
未
来
「
子
」
迄
も
含
め
た
の
が
所
其
虚
に
個
人
の
人
擢
の
尊
重
も
出
て
来
る
筈
で
す
。
・

調
家
庭
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
先
き
を
急
ぐ
偽
に
今
春
地
方
を
廻
つ
た
際
に

私
は
人
側
の
あ
る
べ
き
姿
と
云
う
も
の
は
、
親
あ
「
心
地
槻
輝
」
の
四
恩
を
説
い
た
時
に
、
或
る
若
人

再
】

Ｊ
恥
自
己
あ
り
、
子
あ
り
に
あ
る
と
存
じ
ま
す
、
之
（
少
し
左
傾
的
な
分
子
）
が
話
絶
っ
て
私
に
「
父
母

が
宇
宙
の
法
則
で
も
あ
り
又
間
然
の
姿
で
は
な
い
で
の
恩
」
に
つ
い
て
は
一
言
も
な
い
云
々
と
云
わ
れ
ま

し
ょ
う
か
。
し
た
、
吾
々
と
し
て
一
考
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
で

私
は
此
虚
に
道
徳
の
基
本
も
あ
る
と
思
う
の
で
し
よ
う
か
。

す
、
過
日
の
鵬
談
含
の
席
上
で
の
女
子
高
校
の
校
長
戦
後
の
犯
罪
中
親
殺
し
の
如
何
に
多
琶
か
を
思
う

さ
ん
の
民
主
的
な
道
徳
の
あ
る
べ
き
方
向
（
？
）
と
も
時
、
私
は
そ
堂
ろ
寒
気
を
催
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

云
う
べ
き
お
話
を
承
っ
て
、
は
っ
き
り
と
基
本
と
し

て
又
徳
目
と
し
て
は
申
さ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
私

の
想
像
か
ら
右
述
べ
た
様
な
事
が
や
は
り
中
心
（
基

本
？
）
と
な
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
の
で
す
、
今
少
し

く
布
演
す
る
な
ら
ば
家
中
心
が
い
け
な
け
れ
ば
家
庭

こ
れ
ば
「
ア
メ
リ
カ
」
で
も
「
ホ
ー
ム
」
即
ち
家
庭

の
な
い
も
の
は
な
い
筈
で
す
、
家
庭
は
憩
の
場
所
で
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金
日
生
ロ

○
日
本
弘
道
含
第
五
十
同
定
期
総
倉

冷
牛
画

一
、
日
時
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
七
日
（
日
）

一
、
場
所
東
京
都
千
代
出
湿
西
神
田
二
ノ
ー
、

日
本
弘
道
曾
館

○
祭
事

ｎ
本
曾
放
正
副
雷
長
旅
物
故
曾
員
年
祭
全
ｌ
前
十
畔
）

〔
曹
長
祭
文
、
支
曾
代
表
祭
文
、
曾
長
、
迩
族
、
曾

員
代
表
玉
串
奉
糞
）

○
講
昌
呪
黄
式

口
本
曾
役
員
並
功
鋳
者
海
昌
祝
賀
式
へ
午
前
十
時
半
）

（
曹
長
祇
誹
、
記
念
品
贈
呈
、
誘
昌
者
代
表
答
群
）

○
定
期
組
含

回
岬
榊
一
帯
》
群
錘
榊
》
》
搾

○
韮
食
（
排
常
を
呈
す
）

○
記
念
誰
波
（
午
後
一
吟
）

講
汝
国
際
状
勢
と
碑
軍
備

法
畢
岬
士
渡
挫
銚
職

ま
す
。

間
睡
々
川
意
も
あ
り
ま
す
の
で
、
四
月
二
十
二
日
ま

で
に
川
峡
の
御
通
知
を
願
ひ
ま
す
。

昭
和
二
十
七
年
川
″
坤
哩
日
本
弘
通
宙

一
余
壷
肝
凹
也
（
寺
附
）
埼
玉
螺
河
野
行
三

叶等，
F】1

日

は
曾
負
各
位
の
振
っ
て
御
来
曾
を

○
泊
翁
先
生
墓
参
（
午
後
三
時

I

'．
曲
目
茎ノ

（
午
挟
六
時
）

狸
お
待
ち
致
し

|’ １
１

○
愈
々
花
の
四
月
を
迎
へ
ま
し
て
は
、
何
と
な
く
心

も
明
か
る
く
、
の
び
ｊ
ｉ
、
と
す
る
心
持
ち
が
致
し
ま

す
。
ま
し
て
待
望
の
購
和
も
目
前
に
迫
っ
て
参
り
ま

し
た
こ
と
と
て
、
一
層
そ
の
感
を
深
く
致
し
ま
す
。

含
員
諸
君
の
御
活
躍
の
た
め
の
御
自
愛
を
斬
り
ま
す

○
曾
告
の
如
く
四
月
二
十
七
日
第
五
十
回
の
定
期
総

含
を
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
振
っ
て
御
参
加

頂
い
て
、
姉
和
第
一
年
の
気
勢
を
畢
げ
た
い
も
の
と
一

恩
ひ
ま
す
。

○
本
擁
は
前
雅
に
引
績
い
て
、
幽
民
泣
徳
に
開
す
る

座
談
倉
を
附
い
て
諸
先
生
の
御
意
見
を
何
ふ
こ
と
と

致
し
ま
し
た
。
こ
の
問
題
は
今
日
風
民
の
間
に
漸
く

開
心
を
持
た
れ
る
や
う
に
な
っ
て
奉
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
と
は
別
に
、
こ
れ
は
妓
も
亜
大
な
こ
と
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
同
時
に
新
し
い
日
本
図
に
雁

し
い
も
の
と
し
て
、
新
ら
し
い
意
韮
を
典
へ
る
こ
と

は
、
誠
に
困
難
で
も
あ
る
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
と
正

面
か
ら
坂
組
ん
で
諸
先
生
か
ら
有
益
な
、
そ
し
て
蒋

来
の
指
針
に
耐
ん
だ
御
話
を
何
ひ
得
た
こ
と
は
何
よ

り
で
し
た
。

○
深
作
、
山
崎
、
藤
原
、
田
中
の
諸
先
生
か
ら
右
意

韮
な
御
高
説
を
頂
く
こ
と
が
出
来
て
内
容
を
飾
り
得

た
こ
と
は
、
誠
に
花
の
畑
漫
雅
と
申
す
雪
へ
く
、
必
ず

や
皆
さ
ん
よ
り
御
浦
雄
頂
け
る
こ
と
と
恩
ひ
ま
す
。

○
「
新
ら
し
い
耀
法
」
と
し
て
本
含
濯
法
研
究
倉
の

恥
課
が
拓
岬
」
》
郵
軸
や
座
拙
鍛
に
呼
確
熱
罪
。
（
定
一

Ｏ
漏
輯
後
記

１
１

ｌ
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‐
‐

一

昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
壷
行

東
京
都
千
代
田
厘
西
祁
田
二
ノ
ー

・
蛮
行
余

割
田
斧
二

編
輯
人

“
〃

東
京
都
千
代
田
唾
神
田
祁
保
町
三
ノ
十

印
刷
人
春
山
治
部
左
衛
門

東
京
都
千
代
田
瞳
祁
田
祁
保
町
三
ノ
十

印
刷
所
（
東
京
豊
ｅ
共
立
牡
印
刷
所

東
京
都
千
代
田
睡
西
神
田
二
ノ
ー

擢
麺
掴
日
本
弘
道
曾

電
話
九
段
九
播

振
巷
口
座
東
京
皇
君
番

日
本
出
版
協
含
含
員
稚
雛
Ｂ
二
ｇ
茜

弘
道
曾
入
含
手
綴

一
ヶ
年
含
費
余
百
式
拾
岡
を
梯
込
み
入
曾
の
手
績

を
と
る
こ
と
。
含
員
に
は
雑
誌
弘
通
を
無
料
配
布

す
る
外
に
菰
令
の
特
典
あ
り
、
規
則
書
は
郵
券
扮

同
封
入
の
方
に
錘
付
す
。

○
本
誌
贋
告
の
件
に
つ
い
て
は
、

本
含
編
輯
部
へ
御
相
談
を
乞
ふ
。

弘
道
賓
贋
一
冊
金
参
拾
園
也

Ｉ

１
１

IＩ
Ｉ
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目

次

容
姿

艮

雌

Ｉあ
い
さ
つ

談
話
動
作

物
の
取
扱

食
車
道
路
交
通

旅
館
・
ホ
テ
ル
お
よ
び
汽
船

公
衆
の
場
所

社
寺
・
教
会

集
会
・
会
議

近
所
訪
問
名
刺

応
接
・
接
待

紹
介
通
信
電
話
慶
弔
拝
祁
贈
答
招
待

夕
食
会
・
費
食
会

お
茶
の
会
・
園
遊
会

競
技
・
遊
技

家
庭
皇
室

国
旗
・
国
歌

外
国
人
に
対
す
る
心
得

古
来
の
伝
統
と
美
し
い
慣
習
と

を
尊
重
し
、
し
か
も
今
日
の
実

情
を
十
分
考
え
た
新
し
い
「
礼

法
要
項
‐
一
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
と
と
は
、
こ
こ
数
年
来
各
方

面
共
通
の
声
で
あ
り
弐
し
た
。

今
回
、
日
本
弘
道
会
礼
法
研
究

調
査
委
員
会
は
‘
全
く
新
た
な

構
想
の
も
と
に
、
新
札
法
要
項

を
調
査
‐
発
表
致
し
ま
し
た
。

本
委
員
会
は
‐
各
界
代
表
者
を

も
っ
て
構
成
し
、
二
カ
年
の
歳

月
を
費
し
て
完
成
さ
れ
、
内
容

に
つ
い
て
は
、
外
国
の
叩
法
も
一

参
考
と
し
、
宮
内
庁
‐
外
務
省
一

等
の
意
見
も
求
め
↑
完
備
し
た

も
の
た
ら
し
め
て
お
り
哉
す
。
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